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ジネンジョの省力的多収技術を開発 

農業総合試験場 

１ はじめに 

 ジネンジョは数少ない日本原産の野菜で、栄養豊富なため「とろろ」など伝統食のほか、

漢方薬にも使用されています。愛知県では、農業総合試験場山間農業研究所が育成した品

種「稲武２号」（2004年品種登録）が主に栽培され、「夢とろろ（商標名）」としてブラ

ンド化され、販売されています。中山間地域では特産品としての価値が高いだけでなく、

各地で「じねんじょ祭り」が開催されるなど、観光資源として地域活性化にも利用されて

います。 

一方で、生産者の高齢化に伴い、生産量が年々低下してきています。産地の維持・発展

には、作業労力の軽減と収益性の向上によって既存生産者の経営を持続させるとともに、

新規生産者を増やすことが必要です。そこで、農業総合試験場は省力的で多収となる技術

の開発に取り組みました。  

 

２ 開発した新技術の概要 

ジネンジョ栽培では、栽培容器にクレバーパイプや波幅 32mm の波板などが使われてい

ます。新技術では、通常使用されるクレバーパイプや波板の代わりに、波幅63mmの波板を

利用し、この波板３波分を１栽培容器として、通常の３倍に密植栽培します。 

 

 
図１ 慣行法及び新技術を用いたジネンジョ栽培模型 

・慣行法は、１栽培容器に種芋１株を定植。１栽培容器で１本の新生芋を収穫する。 

・新技術は、１栽培容器に種芋を３株定植。１栽培容器を掘取れば、３本の新生芋が 

     収穫できるため省力的である。 

 

情報サロン 

波幅 

63mm 

×3波 



図２ ほ場における慣行法及び新技術による栽培様式の模式図 

 

３ 技術の特長 

（１）省力的：１本あたり収穫時間が半減します。 

（２）多収：単位面積あたり収量が倍増します。 

（３）品質向上：芋の表皮がきれいで、芋の断面が円状に近く、外観品質に優れます。 

 

表 栽培方法の違いによる省力化及び収量品質向上について 

慣行法                新技術 

（クレバーパイプ栽培）   （波板による３倍密植栽培） 

 作業時間（分／株）          ２．０                １．０      収穫時間半減 

 収  量 （t／10a）          １．４２               ２．８９       収量倍増 

 

芋  の  断  面                                    より円状に近く 

 

慣行法 

栽培容器はクレバーパイプ 

新技術 

栽培容器は波幅63mm 

の波板3波分 



インドネシア・マレーシア農産物流通状況調査の結果について 

食育推進課 

 

愛知県は、平成 26 年の農業産出額が全国７位の農業県です。地元の名古屋という大消費

地を抱えるとともに首都圏にも多くの農産物を出荷する食料の一大供給地という役割を担

っています。また、食品製造業の出荷額が全国３位と全国有数の食品産業が展開している

県でもあります。 

 しかしながら、国内では、人口減少による農林水産物及びその加工食品の市場縮小が懸

念されています。 

そこで、本県では、人口の増加と経済発展が見込まれているアジアを中心に愛知県産

農林水産物及びその加工食品の輸出を促進する取組を実施してきました。この度、イン

ドネシアとマレーシアにおいて農産物等の流通状況やイスラム教で許された物というハ

ラールへの対応を平成 27 年９月 27 日から 10 月１日まで調査しました。両国において、

ジェトロ事務所、日本食品小売店、日本食レストラン、輸入事業者からヒアリング等を

行ってまいりましたので、その結果を報告します。 

 

１ インドネシア 

インドネシアは、人口が約２億４千万人で、８割弱がイスラム教徒です。人口１人当

たりのＧＤＰは 3,524 ドル(2014 年)で、中間層の人口が増加しつつあります。多くがイ

スラム教徒のムスリムですが、富裕層は人口の５％程度の中華系となっております。 

調査結果の概要は、次のとおりです。 
 

●政府は、景気低迷の原因である貿易赤字

解消のため、食料については輸入を規制

する方向にある。 

●日本産生鮮食品は少なく、醤油、味噌、

お菓子、清涼飲料水、抹茶製品が売れ筋。 

●加工食品は、輸入食品登録番号(ML 番号)

の取得が必要だが、１アイテムの ML 番号

取得に１年から１年半かかり、輸入が進

まない状況。 

●生鮮食品は海上輸送では陸揚げできる港

が限定されており、輸入しにくい状況。 

●日本産でないと手に入らない高品質の果 

物や抹茶、だしの入った商品は可能性が 

ある。 

●日本産食品を購入するのは中華系の富裕

層であることから、ハラールについて輸

入事業者、小売事業者ともに気にしてお

らず、ポークフリー等の情報提供で十分。 
 
インドネシアへの農林水産物及びその加工食品の輸出は、規制が更に強くなるとの見通

しもあり、難しい状況と思われました。 

小売店の輸入お菓子の陳列

情報サロン  

豚肉コーナーのノンハラールの表示



２ マレーシア 

マレーシアは、人口約３千万人で、イスラム教を国教としています。人口一人当たりの

ＧＤＰは 11,049 ドル(2014 年)と、インドネシアより高いです。富裕層は、インドネシア

と同じく中華系が多く、日本産食品の購入対象は中華系になります。 

調査の概要は、次のとおりです。 
 

●日本産農林水産物の輸入は、量、種類と 

もに多くはなかった。 

●日本産食品は、果物(メロン、桃、梨、ブ

ドウ，みかん、いちご等)、緑茶、ラーメ

ン、のり、ワカメ、味噌、水産加工品が

売れ筋。 

●都道府県の知名度も、北海道を除きほと

んどなく、品質の良い日本食品という認

識しかなされていない。 

●日本産食品は、高価格になるため購入者 

は中華系中心の富裕層。 

●ハラールに関してはインドネシアと同様

の状況で、輸入事業者、小売事業者とも

に気にしていない。ハラール認証取得の

ために障害になる場合があることや価格

が上がってしまう事も考慮する必要があ

る。 

●小売店によっては、ムスリム向けにノン

ハラールコーナーを設定しているが、ポ

ークフリーやアルコールフリーの表示に

よる対応で十分と思われる。 
 
マレーシアは、健康志向の高まりや高品質商品の要望などにより日本産食品への注目は

さらに高くなると思われ、愛知県産を大きくアピールして輸出できる魅力的な国と思われ
ました。 

  

 

 

 

 

 

 

百貨店での日本産生鮮食品の陳列

小売店Ａの日本産食品(菓子類)の陳列と
ノンハラール製品のアナウンス 

小売店Ｂの輸入製品の注意アナウンス

小売店Ｃ ノンハラールコーナー入口



 

食 育 推 進 課 
 

あいちの農林水産フェアを開催しました 

 

本県の新鮮で、安全・安心な農林水産物や、県産食材を活用した加工食品を県民の

方々に広く紹介する「あいちの農林水産フェア」を、11 月 12 日（木）から 17 日（火）

まで名古屋市中区栄の丸栄で開催し、６日間で 26 千人の方が来場しました。 

 

【 内 容 】 

１ 県産農林水産物及び加工品の紹介・販売 

54 の企業・団体が出展し、「あいちのかおり」

などの地元産米、ふき、れんこん、ぎんなん

などの旬の農産物や、三河湾産串あさり、県

産小麦を使ったパンなど“県産食材”にこだ

わった加工食品が数多く出品されました。 

また、イートインコーナーでは、本県のブ

ランド力強化対象品目である、うなぎ丼や名古

屋コーチンを使ったラーメン・親子丼・味噌煮

込みうどんの販売のほか、抹茶をふんだんに

使用したスイーツを味わうことができるカフ

ェも登場し、来場者から好評を得ました。 

 

２ 楽しく学べる主催者企画  

日替わりイベントでは、ぬか漬け作りや蜜

ろうキャンドル作り、松ぼっくり工作などの

体験企画のほか、ふるまい餅、きのこ、ジビ

エの試食など、いずれの企画も好評でした。 
また、大学生による地域食材を利用したお

やつの販売や低アレルゲンおやつの試食など

を実施し、会場内に活気があふれていました。 
県のブランド力強化対象品目を紹介するた

めのクイズラリーには 834 名の参加があり、

県民の方々へ効果的にＰＲすることができま

した。 
 
本フェアの丸栄での開催は、23 年度から５ 

回目となりましたが、５年間で約 17 万人の県 

民が来場し、生産者と消費者の結びつきを強め 

るとともに、本県産の農林水産物の良さを知っていただく機会となっています。 

また、来場者アンケートでは、98％の方が来年もフェアに参加したいとの回答であ

り、県民ニーズの高いイベントとして定着しています。 

賑わう物販コーナー 

オープニングセレモニー 

ぬか漬けづくり体験 



地域トピックス 

知多農林水産事務所 

 

“花半島事業フラワーフェスティバル in美浜”が開催されました 

 

平成 27 年 11 月 14 日(土)、15 日(日)の２日間、美浜町総合公園体育館において、「2015

花半島事業フラワーフェスティバルｉｎ美浜」が開催されました。 

このフェスティバルは、ＪＡあいち知多花半島事

業構想※を具体化した事業として開催されており、今

回で９回目となります。 

 

会場には、開催地の美浜町を始め知多半島５市５

町が各々、地元で生産されている花をメインに特産

品や地元の名所施設、キャラクターなどと組み合わ

せて、綺麗にディスプレイを施したブースを出展し

ていました。 

 

冨谷茂寿実行委員長から「全国トップレベルの生産

と品質を兼ね備えた、知多半島の特色ある花をより多

くの方にお楽しみいただきたい。」と開会式あいさつ

が述べられ、美浜町制 60 周年記念行事と位置付けら

れたこともあり、２日間で 12,000 人ほどの来場者に

対して、知多半島が「花いっぱい運動」の推進の場で

あることをＰＲされました。 

 

「花いっぱい運動」の啓発活動として、開催期間

中、観葉植物ウィルマ、エリカ、セロームや切花な

どが先着来場者計 1,400 人にプレゼントされたり、

多肉植物を観賞用ガラス容器内で栽培したテラリウ

ムの体験教室が美浜町花き園芸組合女性部によって

開催されました。 

また、15 日(日)に併催された美浜町産業まつりで

は、花きの即売や地元農産物の直売もあり、来場者

は十分楽しんでいました。 

 

【ＪＡあいち知多花半島事業構想】 

花半島事業推進本部(事務局:ＪＡあいち知多生活部、平成16年度設置)が中心となり、「知多半

島をより一層快適な空間にしていくために、四季を通じて花の咲き乱れる地域を目指し、同時に、

愛知県有数の花の産地である知多半島のイメージアップと、これらを通じて知多半島の農業振興

・地域振興に寄与する」ことを目的に、知多半島５市５町及びＪＡの助成により運営。 

開会式 冨谷実行委員長あいさつ

開催地 美浜町ブース 

会場正面のモニュメント 



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

農林水産祭「実りのフェスティバル」の開催

本県産秋冬野菜の出揃う11月、第54回を迎えた農林水産祭「実りのフェスティバル」が

11月13日（金）、14日（土）の２日間、東京都豊島区にあるサンシャインシティワールド

インポートマートビルで開催されましたのでその概要を紹介します。

○イベントについて

本行事は、農林水産部門で優れた業績を挙

げた団体・個人を顕彰する三賞（天皇杯、内

閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長

賞）の受賞式典にあわせて毎年開催される行

事で、昭和36年に始まり今年で54回目の開催

を迎えました。「実りのフェスティバル」で

は、広く国民に農林水産業と食を理解しても

らうため、これら三賞受賞者の展示コーナー、

政府特別展示コーナー、都道府県技術・経営

普及展コーナーなどが設けられていました。

参加した37都道府県の販売ブースでは、お国自慢の農畜水産物やその加工品が展示即売

されており、キャンペーンレディやゆるキャラがイベントを盛り上げていました。

なお本イベントへの来場者数は２日間で51,000人でした（主催者発表）。

○愛知県ブースでの販売ＰＲ

本県ブースでは、キャベツ、ブロッコリー、

おおば、ふき、トマト、ミディトマト、ミニ

トマト、次郎柿、ぎんなん、切り花（スプレ

ーバラ、ピンポンマム）、シクラメン、うず

ら卵の燻製を販売ＰＲしました。またミニト

マトや次郎柿の試食を行い、購入された方に

は料理レシピを手渡しながら本県産青果物や

その利用方法をＰＲしました。来場者のなか

には「毎年このイベントでシクラメンを買っ

ていくんです。」と親しみを持って購入され

る方もいました。

一方、本県が農業県（キャベツ、おおば、ふき、ぎんなん等の産地）であることを知ら

ない来場者がまだまだ多くいることが感じられ、首都圏で本県産知名度を高めることの必

要性が感じられました。

会場の賑わい状況

あいちブースでの販売の様子



○他地域のブースでの販売状況

○都道府県技術・普及展 ○内閣総理大臣賞受賞者の紹介

愛知県の展示コーナー

本県は農業総合試験場が開発した切

り花３点（写真左から、スプレー菊：

スプレー愛知秋１号、スプレーカーネ

ーション：カーネ愛農１号、バラ：愛

知１号）を紹介しました。

新美康弘・みどり夫妻（碧南市）

本県からは、園芸部門で碧南市で

ミニトマト農園を経営している新美
にいみ

康弘・みどり夫妻が受賞されました。
やすひろ

北海道ブースではキャンペーンレディがPR 群馬県ブースではぐんまちゃんがPR



 
 

 

 

 

 

 

 

 

写真１「ちたポン」出荷の様子

 

園芸農産課 

愛知県内における中晩生かんきつの生産動向について 

 

 

中晩生かんきつ（以下「中晩かん」という。）とは、冬から春ごろまでに収穫される、

温州みかんを除くかんきつ類の総称で、収穫時期や外観、食味などに特徴がある様々

な種類があります。近年、全国的な傾向として、これまで中晩かんの主力品種であっ

た伊予柑やハッサク等の栽培が減少する一方で、「不知火（商標：デコポン）」や「は

るみ」など、高糖度で食味の良い品種の栽培が増えています。これらの中晩かんは、

良食味に加え皮がむきやすいなど、食べやすさの点からも消費者ニーズに合致してお

り、本県でも生産量が増加しています。 

 

 

１ 県内中晩かんの生産動向と地域ブランドについて 

かんきつ栽培が盛んなＪＡあいち知多では、消費者ニーズに即した中晩かんとし

て、「不知火」や「はるみ」の他、「太田ポンカン」などが栽培されています。ＪＡ

あいち知多で 25 年以上前から栽培している「太田ポンカン」については、更なるブ

ランド化を進めるため、平成 25 年に愛称募集を行いました。多数の応募の中から、

地産地消のイメージが高く親しみやすい、「ちたポン」（写真１）の愛称が選ばれ、

商標登録されました。「ちたポン」は、 

１月下旬から２月中旬まで、中京圏を 

はじめ東京及び大阪の市場に出荷され 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西日本情報 

図１ 愛知県産中晩かんの 

栽培面積推移 

（出典：特産果樹生産動態等調査） 



 

また、県内最大のかんきつ産地であるＪＡ蒲郡市では、「不知火」や「はるみ」、「せ

とか」などが栽培されています。「不知火」については、一般的に、収穫から一定期

間、減酸のため貯蔵した後に出荷しますが、ＪＡ蒲郡市では、施設栽培で出荷直前

まで樹上に成らせ完熟させる特別な栽培方法を行っています。この特別に栽培した

「不知火」に対し、「樹熟デコポン」（写真２、３）の愛称を付け、ブランド化を図

っています。樹上で完熟することで品質が向上した「樹熟デコポン」は、市場関係

者からも高く評価され、４月初旬から、中京圏及び東京市場に出荷されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ あいちのかんきつフェア 

  生産者団体の愛知県果樹振興会では、平成 25 年度から、県産中晩かんの知名度向

上を図るため、３月の名古屋ウィメンズマラソンと同時開催の「マラソンＥＸＰＯ」

において、「あいちのかんきつフェア」に取り組んでいます。開催場所のナゴヤドー

ムには期間中に、数万人が来場するため、県産中晩かんをＰＲする格好の機会とな

っています。 

  平成 26 年度は、ＪＡあいち知多及びＪ 

Ａ蒲郡市産の「不知火」と「はるみ」の試 

食宣伝を行うとともに、アンケート回答者 

への果実配付を行いました。当日、「あい 

ちのかんきつフェア」のブースには長い行 

列ができ（写真４）、試食した来場者から、 

「甘くて美味しい。」「お店で見かけたら 

買ってみたい。」などの感想が聞かれまし 

た。愛知県果樹振興会は、本年度も引き続 

き県産中晩かんの知名度向上に取組む予定 

です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真２「樹熟デコポン」出荷の様子

 
 

 

 

 

 

 

写真３「樹熟デコポン」栽培風景

 
 

 

 

 

 

 

写真４ あいちのかんきつフェア 



フラワーページ 

秋田県農林水産部園芸振興課 

 

秋田県の園芸メガ団地育成事業（花き）の取組について 

 

  秋田県では、野菜や花きの産出額を飛躍的に向上させるため、園芸振興をリードする大

規模な園芸団地（メガ団地）を整備し、園芸の大規模な経営体を育成するため、平成 25

年度に「園芸メガ団地育成事業」を立ち上げました。 

  現在、取組に意欲的な５地域７地区で団地整備を推進しており、園芸産出額を 10 億円程

度増大（１団地当たり販売額１億円以上）させる構想として取り組んでおります。 

 

【花きのメガ団地の取組】 

  当初は野菜の取組が多いと想定していましたが、当県の花き販売額１位のキク類、２位

のリンドウ、成長著しいダリアに注目が集まり、事業に取り組む７地区のうち４地区でこ

れら花きの取組が実践・計画されています。 

 

【若さが魅力の「
お

男
が

鹿・
かた

潟
がみ

上地区園芸メガ団地」】 

  花きのトップバッターを切って平成

27 年度から生産がスタートした「男鹿

・潟上地区園芸メガ団地」をご紹介し

ます。 

  当団地では、平均年齢 31 歳の若い生

産者６名（うち４名は新規就農者）が

輪ギクと小ギクの栽培に取り組んでい

ます。平成 29 年度までに作付規模を露

地８ha、施設 20 棟（0.7ha）とし、販

売額１億円突破を目標にしています。 

  ハウス団地の両端に先輩の栽培者を

配置することで、間に入っている新規

栽培者への目配りがし易くなる等の工

夫をしているほか、毎週金曜日に情報

交換を行う「金曜会」を開催し、新規

栽培者の技術的な疑問点や些細な不安

でも皆で話し合い、解決していけるよ

うにしています。 

 

【花き産地の拡大】 

  当県では、他３地区の花きのメガ団地も軌道に乗せ、高品質生産とマーケットインを重

視しながら、花き販売額の飛躍的な拡大を目指しています。花き産地としてはまだまだ小

さい秋田県ですが、園芸メガ団地育成事業を契機とした、花き産地の更なる育成・拡大を

図ってまいります。 

若い生産者で組織される「男鹿・潟上地区園芸メガ団地」

露地ギクほ場（Ｈ27年は２ha。順次拡大予定） 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：れんこん）

入 荷 量 卸売価格 前年の主な産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産

２６年実績 ２，７７５ １，４２５ ４１７ ４４３ 愛知 （５１％）
(５１％) 茨城 （４５％）

熊本 （ ３％）
２７年見通し ２，８００ １，５４０ ３５０ ３７０

(５５％)

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内産の主な産地は愛西市。今年は台 愛知産以外では茨城産が中心となる。
風の影響はなかったが、６月、７月の低 例年どおり消費者からは愛知産の要望が多い
温により生育不良が響き、結果的に平年 が、足りない状況となっているので、今後も安
から比べて、１割から２割作況が悪くな 定した生産、出荷をお願いしたい。
った。
茨城産においても同じような状況によ

り平年より作況が悪い。
昨年は愛知産が近年にない大不作であ

った為、記録的な高値であったが、今年
は平年並になりそうである。
入荷量は前年並で、価格は前年を大幅

に下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（サニーレタス）

入 荷 量 卸売価格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位４産地）

２６年実績 ８３４ ８０ ３４４ ４１２ 福岡 (２６％)
(１０％) 茨城 （２６％）

千葉 （１４％）
２７年見通し ８７０ － ３００ － 兵庫 （１０％）

愛知 （１０％）

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

サニーレタスの総入荷量は年々増加傾 サニーレタスは業務需要のウェイトが高いこ
向であり、福岡や兵庫、香川など西南暖 とからシーズン契約や週間特注等の取引が年々
地で作付面積が増加、本年５月から前年 増加傾向にある。そのためより一層の安定入荷
以上の入荷が続いている。愛知県産は、 が期待されることから、生産量の増加をお願い
生育良好で平年並の出荷を見込む。 したい。
入荷量は前年をやや上回り、価格は前 品質に関しては、大きな問題はないがボリュ

年をかなり下回る見込みである。 ーム感や色づけ等生産者間の格差是正に努めて
ほしい。



名古屋・東京市場における青果物の１２月の見通し

１１月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ３５，４１３ 199 192 201 北海道 26%
２３年 ３４，３６３ 185 201 240 愛知 26%
２４年 ３５，３７７ 186 213 239 茨城 9%
２５年 ３３，３８７ 230 227 271 長野 4%
２６年 ３６，６２４ 186 216 243 熊本 3%

５ヵ年平均 ３５，０３３ － － －

２７年見通し ３５，８００ － － －

２２年 ２，０２２ 59 54 45 千葉 45%
２３年 ２，２０６ 57 61 69 愛知 36%
２４年 １，９６５ 71 87 95 神奈川 6%
２５年 ２，１８３ 89 85 88 徳島 5%
２６年 ２，２４７ 57 58 79 静岡 4%

５ヵ年平均 ２，１２５ 67 69 75

２７年見通し ２，２００ 70 70 70

２２年 ２，１６１ 103 100 104 愛知 79%
２３年 ２，０４５ 111 111 113 岐阜 8%
２４年 ２，０７２ 95 109 115 熊本 5%
２５年 ２，０８３ 151 157 170 北海道 4%
２６年 ２，１１４ 92 87 103 千葉 1%

５ヵ年平均 ２，０９５ 110 113 121

２７年見通し ２，０００ 130 130 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９７
２０９
２１６
２４１
２１８

だ
　
い
　
こ
　
ん

５３
６０
８２
８５
６３

６９

前年主要産地（％）

２１６

２１２
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知、北海道が中心となる。他、
茨城、長野等から。
　台風の影響を懸念されていたが、10月が
好天であったため、生育は順調。12月は寒
暖の差で価格等が左右される模様。
　入荷量、価格ともに、前年をわずかに下
回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、千葉が中心となる。他、徳
島、静岡から。
　台風の影響で出荷が遅れていたが、10月
の天候が良かったため、潤沢な入荷になる
見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１０２
１１０
１０６
１４５
９２

１１１

　産地は愛知が中心となる。他、北海道か
ら。
　11月中旬から数が出てくる模様。順調な
生育となる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名古屋市中央卸売市場



11月25日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １３３，３９４ 205 200 229 千葉 22%
２３年 １３３，０６３ 195 216 268 茨城 17%
２４年 １３６，９３８ 209 241 281 北海道 14%
２５年 １３１，９７３ 242 250 289 愛知 6%
２６年 １３７，５５５ 195 238 290

５ ヵ 年 平 均 １３４，５８５ － － －

２７年見通し １３７，５００ － － －

２２年 １３，５４６ 56 51 48 千葉 52%
２３年 １２，４０２ 52 56 67 神奈川 39%
２４年 １３，２９７ 67 77 98 茨城 4%
２５年 １３，８０１ 81 80 92 徳島 3%
２６年 １４，６６１ 46 50 75

５ ヵ 年 平 均 １３，５４１ 60 63 76

２７年見通し １４，３００ 50 50 75

２２年 ８，３９８ 122 118 139 千葉 84%
２３年 ８，６８５ 87 95 114 埼玉 5%
２４年 ８，８６６ 112 119 137 茨城 4%
２５年 ８，５５１ 148 144 175 香川 3%
２６年 ９，７８６ 85 90 107

５ ヵ 年 平 均 ８，８５７ 110 113 134

２７年見通し ９，５００ 95 95 110

に
　
ん
　
じ
　
ん

　入荷量は多かった前年をわずかに下回り、
価格は前年をかなり上回る見込み。

　入荷量は多かった前年をわずかに下回り、価
格は前年並の見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、神奈川からの入荷が中心となる。千葉
は生育良好で順調入荷が期待できるが、多かっ
た前年ほどではない。神奈川は９月上旬の降雨
で播種が遅れたが、その後の好天で生育が進ん
だ。サイズは２Ｌ中心の見込み。

　千葉を中心に、埼玉、茨城などからの入荷
となる。千葉は生育良好で順調入荷が期待で
きるが、多かった前年ほどではない。埼玉は
天候不順の影響で生育が若干遅れ気味。

１２４

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の１１９

８５
５７

５８  入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１２７
９９

１５６
９４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２１２
２２７

前年主要産地（％）

野
　
菜
　
計 ２３７

２３２
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下回る
見込み。

８２

 前年及び本年の

２４４
２６０

５１
５９

　千葉、茨城等関東産地からの入荷が中心で、
土物類は北海道からの入荷となる。愛知県産は
キャベツ、トマトなどの入荷が本格化する。関
東、西南暖地産の作柄は良好だが品目によって
は９月降雨の影響が残る。

２４１

６７

東京都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ３，７４１ 56 58 56 茨城 44%
２３年 ３，３７５ 49 53 59 愛知 38%
２４年 ３，４４０ 52 65 69 兵庫 9%
２５年 ３，３７４ 70 76 88 宮崎 4%
２６年 ３，８６４ 44 46 56 岐阜 4%

５ヵ年平均 ３，５５９ 54 59 65

２７年見通し ３，５００ 60 60 60

２２年 ３，３１１ 98 76 71 愛知 81%
２３年 ３，４６８ 64 74 90 茨城 17%
２４年 ３，９１６ 53 76 84 兵庫 1%
２５年 ３，４２３ 130 135 161 鹿児島 1%
２６年 ３，５５５ 59 78 87

５ヵ年平均 ３，５３５ 80 87 98

２７年見通し ３，５００ 100 90 90

２２年 ４０４ 409 365 351 愛知 70%
２３年 ３３１ 361 424 526 群馬 11%
２４年 ２６５ 658 724 567 茨城 7%
２５年 ２８４ 576 553 584 徳島 4%
２６年 ３１７ 396 563 702 福岡 2%

５ヵ年平均 ３２０ 467 509 534

２７年見通し ３１０ 400 500 550

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地はほとんど愛知となる。他、茨城か
ら。
　９月の長雨で定植が２週間ほど遅れたが、
11月下旬から12月中旬で回復する見込み。し
かし出荷は不安定な模様。茨城は大雨の影響
で１割ほど減少している。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に上
回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は茨城、愛知が中心となる。他、兵
庫等から。
　天候が良く、程よく降雨もあったため、
作柄は良好な模様。安定した入荷となる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

８１
７５
７０

１４２
７５

８８

９５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

５７
５３
６２
７７
４８

５９

６０

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

　産地は愛知が中心となる。他、群馬等か
ら。
　９月中下旬から天候が良かったため、各産
地で順調な生育となっている。12月中下旬は
寒暖の差で量が左右されるが、堅調な入荷と
なる見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

３７５
４１８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６２５
５６０
５２５

４８８

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １３，９０４ 51 48 47 茨城 93%
２３年 １４，０８６ 34 35 40 兵庫 3%
２４年 １４，９７５ 40 52 59 群馬 2%
２５年 １５，１８１ 61 67 77
２６年 １４，６１８ 32 33 38

５ ヵ 年 平 均 １４，５５３ 44 47 53

２７年見通し １４，４００ 43 45 47

２２年 １３，０５１ 97 77 73 愛知 41%
２３年 １２，８９９ 64 75 97 千葉 37%
２４年 １３，７２９ 59 83 97 茨城 10%
２５年 １２，１５８ 130 136 152 神奈川 8%
２６年 １２，９２１ 58 80 94

５ ヵ 年 平 均 １２，９５２ 81 90 102

２７年見通し １２，４００ 75 80 85

２２年 ２，００３ 353 317 356 群馬 39%
２３年 １，５５５ 332 368 554 茨城 17%
２４年 １，３７２ 593 650 654 千葉 16%
２５年 １，４７９ 535 533 606 埼玉 16%
２６年 １，７３５ 366 502 656

５ ヵ 年 平 均 １，６２９ 425 461 553

２７年見通し １，７００ 400 500 600

キ
　
ャ
　
ベ
　
ツ

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
やや上回る見込み。

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前年
並の見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

　愛知、千葉、神奈川、茨城からの入荷が中
心となる。愛知、神奈川は９月上旬までの天
候不順で定植作業等の遅れと小玉傾向であっ
たが、その後の好天で生育は回復傾向。千葉
は生育は概ね良好。

７９

　群馬、茨城、千葉、埼玉からの入荷が中心と
なる。群馬は10月の好天で生育初期のバラツキ
が解消し、前進出荷傾向。茨城は作付の増加で
中旬頃から増量する見込み。千葉、埼玉は生育
良好で順調出荷が期待できる。

は
　
く
　
さ
　
い

５１
３６
４８

６３７
５５９
４９５

４７８

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４１４

８３
７８

３４３

９１

８０

４８

４８

３４
６９

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７７

 前年及び本年の

１４０

　茨城を中心に兵庫、群馬から入荷する。茨
城は９月の降雨の影響で定植作業の遅れ等が
みられたが、その後の好天で生育は回復し、
大玉傾向にある。
　入荷量は前年並で、価格は安かった前年を
大幅に上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

東京 都中 央卸売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，４０１ 348 333 383 静岡 18%
２３年 １，３６１ 287 281 331 大分 17%
２４年 １，３１６ 316 350 407 愛知 13%
２５年 １，１５９ 362 354 441 群馬 9%
２６年 １，２３１ 321 372 445 長野 9%

５ヵ年平均 １，２９４ 326 337 399

２７年見通し １，２００ 340 370 420

２２年 １，９０９ 160 130 136 兵庫 43%
２３年 １，７０６ 158 209 311 愛知 12%
２４年 １，５８３ 297 431 408 熊本 12%
２５年 １，６３０ 289 289 368 長崎 10%
２６年 １，７４９ 170 298 397 静岡 8%

５ヵ年平均 １，７１５ 211 266 318

２７年見通し １，８００ 160 190 250

２２年 １，１６３ 267 305 447 愛知 43%
２３年 １，０９７ 435 572 496 宮崎 23%
２４年 ２，３１６ 166 233 276 高知 16%
２５年 １，１６５ 331 337 484 鹿児島 15%
２６年 １，０２６ 346 504 613 熊本 1%

５ヵ年平均 １，３５４ 283 359 428

２７年見通し １，１００ 330 330 450

品
目
名

２６７

３５７
３８５
３８０

３５４  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

　産地は兵庫、愛知、静岡、九州地方が中
心となる。
　定植は順調である。また、前進出荷のた
め、年末に量が減少する模様。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は静岡、大分が中心となる。他、愛
知、長野等から。
　今後、秋田や富山、愛知が少なくなる模
様。鳥取、大分、静岡は順調な出荷の見込
み。また、関東から土付きのねぎも入ってく
る。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年並の見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１４１
２２７
３８８
３１８
２８５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、宮崎、高知が中心となる。
　作付面積は前年比で、愛知は98％、宮崎は
95％、高知は前年並と例年よりやや減少。定
植後の天候が良かったため、生育は順調であ
る。しかし現状は少なめの出荷量となってい
る模様。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

３４９

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３６９
４７５

 前年及び本年の

３５０

３５７
２９７

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３３５
４９３
２２１

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ５，８６０ 265 252 277 千葉 25%
２３年 ６，６５６ 188 178 200 茨城 19%
２４年 ６，３８２ 247 251 283 埼玉 18%
２５年 ６，３４１ 236 223 297 群馬 15%
２６年 ６，６１７ 217 254 279

５ ヵ 年 平 均 ６，３７１ 230 231 267

２７年見通し ６，３００ 250 260 270

２２年 ８，３０５ 154 143 149 静岡 22%
２３年 ７，７５４ 165 209 310 兵庫 15%
２４年 ６，６４３ 289 445 437 長崎 14%
２５年 ６，９９７ 294 305 364 茨城 14%
２６年 ７，２８２ 157 298 389 愛知 3%

５ ヵ 年 平 均 ７，３９６ 208 272 322

２７年見通し ７，８００ 150 250 350

２２年 ４，８０９ 289 316 466 宮崎 39%
２３年 ４，３４１ 449 606 515 千葉 21%
２４年 ４，３５１ 522 535 552 高知 17%
２５年 ４，７０３ 347 349 489 埼玉 11%
２６年 ４，２４９ 371 528 601

５ ヵ 年 平 均 ４，４９１ 393 462 523

２７年見通し ４，５００ 320 400 500

き
　
ゅ
　
う
　
り

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
大幅に下回る見込み。

４９８

レ
　
　
タ
　
　
ス

　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高かっ
た前年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、兵庫、長崎、茨城からの入荷が中心と
なる。各産地とも９月中旬までの天候不順で定
植作業等の遅れや定植後の生育不良がみられた
が、その後は好天に恵まれ順調に推移。潤沢な
入荷が期待できる。

３２３
３９６
２３０
１４９

１８９
２６６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、茨城、埼玉、群馬からの入荷が中心
となる。千葉は生育良好で太りもよい。茨
城、埼玉、群馬は９月の降雨と台風で一部生
育遅れ等がみられたが、10月の好天で回復傾
向にある。

５２０
３５４

２６９

２８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

　宮崎、千葉、高知、埼玉からの入荷が中心
となる。宮崎、高知は11月の曇雨天で生育停
滞気味も概ね良好で今後の天候次第となる。
上旬頃ピークがくる見込み。千葉は生育良
好。埼玉は抑制栽培の終盤。

４５７

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
やや上回る見込み。

 前年及び本年の

４０７  入荷量・価格の動き

３９１
５３７

品
目
名

２６１ね
　
　
 
　
ぎ

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

２５２

２４４

２５４

名古屋市中央卸売市場東京 都中 央卸売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ４０９ 327 337 335 熊本 54%
２３年 ３８６ 349 383 407 愛知 40%
２４年 ３４８ 408 422 444 高知 5%
２５年 ３３９ 462 455 464 福岡 1%
２６年 ３１２ 427 441 486

５ヵ年平均 ３５９ 390 404 422

２７年見通し ３５０ 390 410 430

２２年 ８５５ 302 286 310 熊本 47%
２３年 ７３７ 403 432 478 愛知 30%
２４年 ８２３ 416 429 419 三重 17%
２５年 ８７３ 459 426 406 岐阜 5%
２６年 ９６２ 345 348 389 高知 1%

５ヵ年平均 ８５０ 384 382 398

２７年見通し ９５０ 330 340 390

２２年 ３０９ 543 521 583 熊本 54%
２３年 ３０４ 621 672 749 愛知 35%
２４年 ３２２ 715 702 672 和歌山 7%
２５年 ３３４ 834 729 698 宮崎 4%
２６年 ３６３ 594 614 665 三重 1%

５ヵ年平均 ３２６ 662 648 673

２７年見通し ３６０ 560 610 660

な
　
　
　
　
す

３３２
３７０
４２０
４５５
４４４

４００  前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、千両なすは愛知、長なすは熊本
が中心となる。
　愛知、熊本ともに、好天であったため順
調な入荷となる見込み。また、12月上旬頃
には出荷が落ち着いてくる模様。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３００
４３０
４１８
４２７
３６０

３８５  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、愛知、三重が中心となる。
　熊本は夏秋型の残りがあるが、11月20日頃
には終わり、秋冬型へ切り替わる。生育は順
調で、愛知、三重も同様に順調である模様。
関東の抑制物もあるが量は多くない。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずかに
下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５４８
６９４
７０３
７５３
６２０

６６４  前年及び本年の

６３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、熊本が中心となる。
　熊本は生育順調であり、着果も良好であ
るため、かなり多い数量となる模様。全体
的に順調な生育である。
　入荷量、価格ともに、前年並の見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，７２２ 400 426 436 高知 60%
２３年 １，７２０ 436 476 530 福岡 19%
２４年 １，６８０ 501 499 443 熊本 9%
２５年 １，６４９ 580 515 498 佐賀 5%
２６年 １，５９２ 492 527 604

５ ヵ 年 平 均 １，６７３ 481 488 501

２７年見通し １，７００ 400 460 520

２２年 ４，８０７ 337 333 366 熊本 46%
２３年 ４，３１５ 438 495 553 愛知 17%
２４年 ４，８６５ 451 455 443 栃木 11%
２５年 ４，５４０ 505 483 456 千葉 11%
２６年 ５，２０４ 375 401 421

５ ヵ 年 平 均 ４，７４６ 419 431 445

２７年見通し ５，１００ 290 350 400

２２年 １，２５１ 516 471 550 熊本 40%
２３年 １，２３８ 597 683 749 愛知 22%
２４年 １，４５４ 715 700 666 宮崎 11%
２５年 １，５６３ 760 708 655 千葉 9%
２６年 １，５９８ 573 607 649

５ ヵ 年 平 均 １，４２１ 637 638 654

２７年見通し １，６００ 550 600 650

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

な
　
　
　
　
す

　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

４２０

３４５

４８８

５３６
５３３
４８２
４７４

４３１

　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり下回
る見込み。

 前年及び本年の

　熊本、愛知、宮崎、千葉からの入荷が中心
となる。各産地とも生育良好で大玉傾向であ
り、順調出荷が期待できる。熊本は作付面積
が微減、愛知は前年並である。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

５１２
６７７
６９３
７０６
６０９

４５０
４９４

６４２

 前年及び本年の

３４７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、栃木、千葉からの入荷が中心と
なる。熊本は生育は概ね良好で下旬頃ピークの
見込み。愛知は天候回復から生育は概ね良好で
順調出荷が期待できる。千葉は生育良好も多
かった前年を下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

 前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知、福岡、熊本、佐賀からの入荷が中心
となる。高知は11月の曇雨天で生育停滞気味
も概ね良好。福岡は生育良好だが作付面積は
微減。佐賀は定植後の気温低下で収穫が遅れ
る見込み。

３９８
４８１

名古屋市中央卸売市場東京 都中 央卸売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ４４４ 322 356 340 宮崎 47%
２３年 ３９１ 461 454 500 鹿児島 40%
２４年 ３５３ 312 511 577 高知 13%
２５年 ４１６ 442 468 518 0 0%
２６年 ４２８ 377 476 630

５ヵ年平均 ４０６ 383 450 510

２７年見通し ４３０ 340 390 490

２２年 ２，５２１ 155 143 117 北海道 70%
２３年 ２，７９２ 96 98 92 長崎 30%
２４年 ２，８４９ 89 92 84
２５年 ２，７６１ 113 106 85 0 0%
２６年 ３，０４３ 93 93 90

５ヵ年平均 ２，７９３ 108 105 93

２７年見通し ３，０００ 100 95 90

２２年 ４，７８８ 129 108 105 北海道 99%
２３年 ５，０３１ 86 86 80 中国 1%
２４年 ６，２８７ 67 71 69 兵庫 1%
２５年 ５，２４９ 123 125 133
２６年 ６，６１１ 83 84 81

５ヵ年平均 ５，５９３ 95 93 92

２７年見通し ６，５００ 67 67 67

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３３８
４５６
４４３
４５０
４６１

４２８  前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は鹿児島、宮崎、高知が中心となる。
　各産地とも、昨年のように冷え込んでも影
響は少ないため、安定した出荷となる見込
み。単価は年末の入荷量によっては変動する
可能性もあるが、現状は安定する模様。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり下
回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１３９
９７
８９

１００
９２

１０２  前年及び本年の

９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道が中心となる。
　順調な生産となっているが、現状単価は厳
しく、動きも今ひとつの模様。
　12月は長崎からの入荷も開始する。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上回
る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１１４
８１
６６

１１２
７９

８９  前年及び本年の

６７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道の貯蔵物が中心となる。
他、兵庫や輸入から。
　12月も11月と同様に順調な入荷となる見
込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １，４６３ 334 322 338 宮崎 36%
２３年 １，４０４ 416 426 474 茨城 28%
２４年 １，３５３ 305 526 591 高知 19%
２５年 １，５３０ 426 464 489 鹿児島 16%
２６年 １，５３０ 346 442 624

５ ヵ 年 平 均 １，４５６ 366 435 503

２７年見通し １，６００ 300 450 500

２２年 ７，０６２ 156 147 145 北海道 82%
２３年 ８，５１７ 105 102 107 長崎 18%
２４年 ９，２１７ 92 93 98
２５年 ８，１８０ 111 111 112
２６年 ８，８６１ 94 93 97

５ ヵ 年 平 均 ８，３６７ 110 107 110

２７年見通し ９，１００ 93 93 93

２２年 ８，６８１ 145 142 140 北海道 94%
２３年 ９，９２１ 89 91 90 中国 4%
２４年 １１，６８２ 71 73 76
２５年 ９，９６３ 125 132 132
２６年 １１，０３３ 85 87 89

５ ヵ 年 平 均 １０，２５６ 101 103 103

２７年見通し １１，５００ 70 70 70

４５８
４５９
４３７
３３１

４５９

　北海道、長崎からの入荷がほとんどを占め
る。北海道は貯蔵作業が終了、Ｌサイズ中心
の仕上がり。前年をやや上回る出荷計画で安
定した出荷を見込む。長崎は生育良好で前年
並の出荷を見込む。

　北海道からの入荷が中心となる。北海道は
収穫作業が終了し計画出荷中。生育良好だっ
たことからＬ大サイズ中心と大玉傾向の仕上
がりで前年以上の出荷を見込む。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

９３  入荷量・価格の動き

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１４２
９０
７３

１２９
８６

１０２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１４９
１０５
９４

１１１
９５

１０９

４１７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年をか
なり下回る見込み。

４２９

　宮崎、茨城、高知、鹿児島からの入荷が中
心となる。宮崎は生育良好で中旬頃出荷ピー
クの見込み。茨城は生育は概ね良好で前年並
の出荷を見込む。高知は曇雨天で生育停滞気
味も着果状況は良好。

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場東京 都中 央卸売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 １２，３３５ 227 268 277 愛知 22%
２３年 １３，４７４ 290 326 352 静岡 20%
２４年 １２，６９３ 251 311 335 フィリピン 12%
２５年 １１，８０３ 260 343 358 和歌山 10%
２６年 １１，６５４ 290 362 381 長野 8%

５ヵ年平均 １２，３９２ － － －

２７年見通し １１，１００ － － －

２２年 ５，６３６ 236 238 247 静岡 38%
２３年 ７，２５０ 159 183 222 愛知 37%
２４年 ６，０４３ 201 210 247 和歌山 19%
２５年 ６，１４４ 216 234 232 長崎 1%
２６年 ５，８０４ 181 204 234 三重 1%

５ヵ年平均 ６，１７５ － － －

２７年見通し ５，５００ 220 230 250

２２年 ６２８ 1,255 1,492 1,881 愛知 59%
２３年 ５９７ 1,155 1,665 1,919 熊本 20%
２４年 ５３２ 1,744 2,178 2,266 鹿児島 6%
２５年 ５２４ 1,358 1,775 2,272 三重 6%
２６年 ５３９ 1,309 2,115 2,225 佐賀 3%

５ヵ年平均 ５６４ － － －

２７年見通し ５４０ 1,200 1,800 2,200

 前年及び本年の

１，８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、愛知中心となる。
　天候が良く、前倒し傾向により、端境期
になるおそれがある。また、生育も早いた
め色付きが早く、小粒傾向になる可能性も
ある。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，５８１
１，５８１
２，１０８
１，８０６
１，９２８

１，７８９

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、静岡、愛知中心となる。
　極早生から早生への切り替わりが早い。
生育が良く、大玉傾向。Ｍサイズ、Ｌサイ
ズが中心となる。前進傾向により数は少な
め。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

２４１
１８６
２２１
２２８
２０５

２１５

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんご、かき、いちご等が入
荷。今年は天候が良く、生育は順調である
が、前進傾向であるため、品種によっては
端境期となり入荷は少なめとなる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
よりやや上回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

３２２
２９５
３１７
３３２
３３７

３２０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２２年 ５２，６２０ 325 359 393 愛媛 25%
２３年 ５７，９２５ 306 339 356 和歌山 13%
２４年 ５７，９９１ 294 357 369 長崎 10%
２５年 ５５，７７０ 326 372 362 熊本 8%
２６年 ５４，７５１ 316 381 397

５ヵ年平均 ５５，８１１ － － －

２７年見通し ５３，０００ － － －

２２年 ２９，７６６ 259 263 269 愛媛 38%
２３年 ３６，８５６ 211 227 239 和歌山 20%
２４年 ３５，９４０ 243 251 260 長崎 16%
２５年 ３５，４１３ 246 249 251 熊本 10%
２６年 ３３，１３３ 211 394 251

５ヵ年平均 ３４，２２２ 233 275 253

２７年見通し ３２，０００ 250 250 250

２２年 ２，８４８ 1,314 1,480 1,874 栃木 43%
２３年 ２，７１９ 1,199 1,563 1,939 福岡 18%
２４年 ２，２１３ 1,821 1,949 2,167 茨城 11%
２５年 ２，４６９ 1,402 1,726 2,122 佐賀 8%
２６年 ２，６６７ 1,451 1,970 2,287 　愛知 2%

５ヵ年平均 ２，５８３ 1,422 1,726 2,071

２７年見通し ２，６５０ 1,500 1,700 2,000

 前年及び本年の

１，９５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  栃木、福岡、茨城等から入荷。栃木は大雨
の影響で定植作業が遅れた産地もあるが、天
候回復により生育は順調。福岡は定植後の低
温・乾燥で生育遅れが見られるが回復傾向。
茨城は生育が前進しており小玉が増加傾向。
　入荷量、価格ともに、前年並の見込み。

い
　
ち
　
ご

１，６０１
１，５７４
２，０１６
１，７６６
１，９４６

１，７６９

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛は入荷量は前年を下回るが玉肥大は平
年並。和歌山は小玉傾向であるが高糖度の仕
上がりが期待され、入荷量は前年よりやや少
ない。長崎は秋口の天候不良により前年を下
回る見込み。着果量は少ないが大玉傾向。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
かなり上回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

２６４
２２８
２５３
２４９
２３４

２４５

３６８

３５６  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかんを中心にりんご、いちごなどが入荷
する。年末の贈答需要により上位等級品は荷
動きが良いが、天候不良により下等級比率が
高めとなる見込み。年末にかけて、みかん類
や前進しているいちご類の品薄が懸念され
る。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
やや上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

３６１
３５５
３４２
３５４

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



切　花　・　鉢　花　の　１　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１１月２９日現在）

２２年 ３，４００ ５１
実 ２３年 ２，９８２ ４８

２４年 ２，７４９ ６０
績 ２５年 ２，９１４ ５３

２６年 ２，８１８ ６１

２，９７３ ５４

２，９００ ５５

概
　
要

２２年 ２，１１２ ３１
実 ２３年 ２，３２８ ２９

２４年 １，８６７ ３９
績 ２５年 ２，４４９ ２９

２６年 １，９８９ ３５

２，１４９ ３２

２，３００ ３０

概
　
要

２２年 １，４８２ ３２
実 ２３年 １，３１２ ４０

２４年 １，２９１ ４２
績 ２５年 １，３２４ ４４

２６年 １，２８０ ４８

１，３３８ ４１

１，３００ ４０

概
　
要

２２年 ２０５ ６４
実 ２３年 １９０ ７６

２４年 １７０ １０４
績 ２５年 １５４ １０５

２６年 １８０ １０６

１８０ ８９

１７０ １１０

概
　
要

２７年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷。11月にかなりの量が出荷され、12月はやや少ない入荷
で、後半までもつれ込めば、かなり高い値で動きそう。

　沖縄中心に愛知、奈良から入荷。昨年は台風の影響が大きく、極度の品薄であったが、
今年は平年並に戻る。色的には黄の比率が高く、赤が少なめ。

５ヶ年平均

２７年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知中心に長野、和歌山から入荷。９月が涼しく、10月前半に抑制がかかって、11月の
天候がよく、集中出荷となった。そのため、12月は少し落ち着いた出荷となるが、秀品率
は上がり、後半の年末需要には期待が持てる。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、沖縄、三重等から入荷。白菊は渥美中心に黄菊は沖縄中心で、昨年は台風の影響
で少なかったが、沖縄産が平年並に戻る。11月の気温が高かったこともあり、やや前進傾
向にあり、前半は重い動きもあろうが、後半は堅調に推移すると思われる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２７年見通し

５ヶ年平均

２７年見通し

単位：千本、円／本



２２年 ４３７ １８８
実 ２３年 ４５４ １７８

２４年 ４８０ １７４
績 ２５年 ４１９ １８５

２６年 ４３１ １８５

４４４ １８２

４４０ １８５

概
　
要

２２年 ６４８ ８０
実 ２３年 ６００ １００

２４年 ６８１ ９５
績 ２５年 ６７２ １０５

２６年 ６９３ １００

６５９ ９６

６８０ １００

概
　
要

２２年 ７９３ ８２
実 ２３年 ７８６ ８４

２４年 ８９７ ７９
績 ２５年 ８８４ ７７

２６年 ７０７ １００

８１３ ８４

８００ ８５

概
　
要

２２年 ５，５８０ ４３
実 ２３年 ４，８０５ ４７

２４年 ４，９６４ ５２
績 ２５年 ５，１５４ ５７

２６年 ５，０９９ ５７

５，１２０ ５１

５，１００ ５７

概
　
要

２７年見通し

　高知、徳島、鹿児島、静岡、愛知、輸入等から入荷。上旬は11月からの市況展開の余韻
が残り、苦しい展開となるだろうが、中旬以降は全般的に品薄傾向で需要によっては堅調
な動きとなろう。

２７年見通し

　オリエンタルは高知、埼玉、愛知、宮崎、新潟などから入荷。気温が高く、やや前進出荷。中旬
はやや厳しい販売となりそう。20日過ぎから年末の動きはあるが、ピークは25日、28日の２回。Ｌ
Ａ、鉄砲も同じ状況で前半は少なく、中旬からやや多くなる。後半は入荷次第だが、価格は上がり
そう。

２７年見通し

　茨城、兵庫、愛媛、和歌山、静岡、長野から年末花物が入荷。６，７月の天候により実
物や姫南天は品薄となり、引き合いは強くなりそう。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２７年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山中心に入荷。気温が下がり、出荷は落ち着いたものとなる。
クリスマス需要期の赤バラや赤SPバラはやや少なめだが、年末にはでてくる見込み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　11月28日現在）

２２年 １０，２４４ ６８３

実 ２３年 ８，０５１ １，００７

２４年 ９，８７４ ９２９

績 ２５年 １１，１６５ ８３９

２６年 ８，５２２ ９３６

９，５７１ ８７０

８，５００ ９３８

概
　
要

２２年 １９，１２７ ４３５

実 ２３年 １２，８０２ ５９４

２４年 １７，８７１ ４３８

績 ２５年 １７，８２４ ３８２

２６年 １３，６９３ ３５０

１６，２６３ ４３５

１３，０００ ３５０

概
　
要

２２年 ７０８，３７３ ３７７

実 ２３年 ６８７，０３８ ３７１

２４年 ７１８，５５８ ３６０

績 ２５年 ６７０，６８０ ４１７

２６年 ６２２，９５０ ４０２

６８１，５２０ ３８５

６２０，０００ ４０３

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年並か。年々、原木の輸入量は減少傾向にあり、小鉢から中・大鉢と各サイ
ズ共に減少の見込み。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（71.8％）、２位鹿児島県
（18.1％）、３位三重県（6.4％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２７年見通し

５ヶ年平均

２７年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量は昨年並か。12月上旬に５号鉢を中心に入荷のピークを迎える。価格面では天候
次第ではあるが、上旬～中旬にかけては安定の見込み。良品の少なくなる下旬にかけては
厳しくなると予想。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（31.0％）、２位長野県
（18.2％）、３位群馬県（8.6％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は生産量減の為に昨年より減少か。需要期が前倒し傾向にあるため、価格面でも
厳しいと予想。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（76.2％）、２位埼玉県
（19.4％）、３位静岡県（2.4％）となっている。

５ヶ年平均

２７年見通し

単位：鉢、円／鉢



２２年 １４８，３８６ ２，５０９

実 ２３年 １５０，４７８ ２，４８９

２４年 １３４，３２８ ２，４７３

績 ２５年 １２９，１４０ ２，５７５

２６年 １２５，９７７ ２，３１９

１３７，６６２ ２，４７５

１２５，０００ ２，３２０

概
　
要

２２年 ３２，０３９ ２３６

実 ２３年 ３４，６４４ ２０２

２４年 ３２，７４５ ２２０

績 ２５年 ３９，３６６ １９３

２６年 ３４，２６６ ２０７

３４，６１２ ２１１

３４，０００ ２０６

概
　
要

２２年 ５５８，９１３ ４９

実 ２３年 ６１０，４０４ ３６

２４年 ５２４，６４０ ４４

績 ２５年 ５７３，２４４ ４７

２６年 ４７３，０７６ ２８

５４８，０５５ ４１

４７０，０００ ２８

概
　
要

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量

２７年見通し

　入荷量は昨年並か。今年も花の咲き前の良い商品における引き合いが非常に強くなる見
込み。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜県（69.8％）、２位埼玉県
（25.1％）、３位茨城県（3.9％）となっている。

２７年見通し

　入荷量は昨年並もしくは減少か。理由としては生産終了などが考えられる。
10月、11月の気温次第だが、今の所は順調で、当初晩生品種の作物で年跨ぎになる物が
いくつか見受けられたが追いついてきている状況である。今年の品質は全体的に良さそうな見
込み。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（50.4％）、２位徳島県
（10.3％）、３位高知県（6.8％）となっている。

卸売価格

２７年見通し

　入荷量は昨年より減少か。10月中は入荷不足の為、相場は安定している見込み。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（37.5％）、２位奈良県
（26.3％）、３位三重県（12.6％）となっている。

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 52,641 97.1 8,998,954 115.2 171 118.7 606,025 101 73,013,432 118 120 117

トマト 669 83.4 290,963 86.7 435 103.9 4,913 105 1,908,086 105 388 100

たまねぎ 21,382 81.0 1,258,762 86.8 59 107.2 242,495 98 12,986,411 108 54 110

にんにく 1,882 135.2 448,063 175.1 238 129.5 15,659 124 3,499,786 168 224 135

ねぎ 5,402 118.5 768,199 156.7 142 132.2 42,615 114 5,431,501 138 127 121

ブロッコリー 1,652 73.8 553,757 88.7 335 120.1 15,640 66 4,146,684 88 265 133

結球キャベツ 2,905 127.7 130,486 169.4 45 132.6 20,054 73 921,497 82 46 113

にんじん・かぶ 7,547 116.9 712,315 318.6 94 272.5 55,951 110 3,273,465 124 59 113

ごぼう 4,166 113.1 218,880 123.5 53 109.2 30,221 98 1,764,839 71 58 73

えんどう 23 322.9 12,777 465.8 565 144.3 622 115 265,565 144 427 124

アスパラガス 671 94.8 504,800 98.0 752 103.4 5,579 72 4,337,599 99 777 137

まつたけ 330 110.7 1,716,568 103.6 5,203 93.6 541 163 3,029,845 230 5,604 141

しいたけ 178 110.1 66,542 107.7 373 97.8 1,530 97 599,442 99 392 102

かぼちゃ 258 330.7 35,579 249.2 138 75.4 87,205 107 8,064,808 123 92 115

果実（生鮮・乾燥） 136,943 106.3 26,048,666 126.4 190 118.9 1,305,634 110 257,263,814 130 197 118

バナナ 85,729 106.6 9,979,919 129.2 116 121.2 725,566 113 77,331,591 134 107 118

パイナップル 10,349 86.3 935,479 102.2 90 118.4 115,114 100 9,825,519 116 85 116

レモン 4,335 77.1 703,927 85.4 162 110.7 40,410 123 9,148,604 148 226 120

オレンジ 7,864 113.2 959,545 113.8 122 100.5 72,706 109 11,154,653 116 153 106

グレープフルーツ 3,710 1131.0 328,145 1243.0 88 109.9 86,058 91 10,282,594 105 119 115

メロン 1,931 104.9 251,986 131.8 130 125.6 20,262 89 2,327,798 94 115 105

ぶどう 3,768 350.5 1,388,552 383.6 369 109.5 40,811 186 13,410,643 231 329 124

キウイ 7,158 98.9 2,317,085 109.6 324 110.8 70,396 139 24,562,169 137 349 98

いちご 692 97.5 803,144 110.1 1,160 112.9 2,100 140 2,401,446 163 1,144 116

切花（生鮮・乾燥） 4,888 100.5 4,532,175 107.0 927 106.5 30,775 114 29,123,474 125 946 109

鳥獣肉類 169,051 98.8 86,433,818 96.7 511 97.8 1,429,222 111 768,335,142 120 538 107

牛肉（くず肉含む） 46,131 87.1 29,086,652 90.8 631 104.2 371,809 109 256,776,402 138 691 127

豚肉（くず肉含む） 64,136 101.6 34,173,655 96.9 533 95.3 581,358 103 314,058,038 102 540 99

鶏肉 49,996 110.3 14,595,181 104.6 292 94.9 391,604 130 119,290,713 139 305 107

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 144,780 99.6 103,978,815 102.8 718 103.2 1,229,101 116 843,495,571 119 686 103

まぐろ類 22,049 110.5 20,613,462 109.0 935 98.6 151,996 113 149,182,500 123 981 109

さば・さんま・あじ・いわし 3,327 81.6 808,536 80.5 243 98.6 55,555 120 12,543,643 117 226 98

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 3,055 218.6 1,895,093 257.4 620 117.8 19,570 186 10,013,639 188 512 101

うんしゅうみかん 17 418.4 17,989 567.1 1,075 135.6 304 106 190,744 101 627 95

りんご 1,222 260.5 473,197 283.0 387 108.7 15,414 188 5,941,942 190 385 101

なし 959 479.5 494,267 570.4 515 119.0 1,186 200 617,221 185 520 93

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 450,705 147.3 - - - - 3,098,004 140 - -

緑茶 339 118.0 823,426 128.7 2,432 109.1 2,844 134 7,083,029 146 2,491 109

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」 ※速報値によるデータのため、累計値に誤差がある場合があります。

９ 月 ま で の 累 計

（２０１５年）

品 名
９ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

 
項 目 

 

年 月 

全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

25年平均 100.0 96.4 101.6 99.3 102.4 25年平均 102.8 112.8 98.7 94.7 107.7

26年平均 102.8 99.3 105.8 106.8 112.3 26年平均 102.2 98.8 97.8 93.3 118.4

27年 6月 103.8 107.4 115.4 112.2 114.5 27年 6月 103.4 83.2 104.3 108.5 125.2

 7月 103.7 107.4 108.2 112.1 115.1  7月 106.8 83.1 102.9 117.2 129.8

 8月 103.9 110.0 114.8 112.1 118.6  8月 105.3 83.6 101.6 110.8 129.0

 9月 103.9 119.9 108.2 112.8 118.3  9月 108.4 89.2 119.3 86.5 128.7

愛

知

県

 

25年平均 100.3 100.3 105.6 99.9 105.6   

26年平均 103.1 100.8 112.1 108.9 110.8 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

27年 6月 103.8 110.8 113.5 115.1 114.6  

 7月 103.6 112.6 111.4 114.3 113.1

 8月 103.9 115.8 119.4 114.8 119.4

 9月 103.8 124.3 109.9 114.9 116.8

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

※豚肉は 26年 12 月までロースの価格を示す。 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ

ツ 

は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

５kg １kg 100g 1kg 

25年平均 2,112 147 178 629 457 297 160 388 231 569 695 162 567 

26年平均 2,109 170 190 661 481 321 162 376 276 581 695 162 545 

27年 6月 1,855 177 303 837 407 438 166 430 297 489 626 168 684 

 7月 1,864 172 239 857 410 493 200 393 328 578 655 173 792 

 8月 1,855 181 259 811 559 438 205 439 344 565 614 185 - 

 9月 1,859 221 293 751 773 359 209 419 276 715 763 196 - 

 

品目 

単位 

 

年 月 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

オ
レ
ン
ジ 

い

ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
バ
ラ
※
）

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
）

ま

ぐ

ろ 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

25年平均 581 285 355 179 214 792 530 159 171 310 231 794 428 

26年平均 584 336 437 174 240 824 530 166 175 336 228 825 440 

27年 6月 - 384 485 - 259 901 523 171 172 335 226 908 467 

 7月 - 344 474 - 279 838 527 180 165 334 223 907 449 

 8月 - 321 471 - 293 917 532 185 199 336 231 951 436 

 9月 803 307 539 - 267 920 515 171 175 348 237 930 467 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №510

平成２７年１２月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４２１   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


